
マ
ツ
材
線
虫
病
の
運
び
屋
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
の
新
た
な
防
除
技
術
の
開
発
の
た
め
に

　

マ
ツ
材
線
虫
病
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
（
体
長
１
ミ
リ
程
度
の
小
さ
な
線
虫
）
が
引
き
起

こ
す
マ
ツ
類
樹
木
の
病
気
で
、
病
原
体
の
運
び

屋
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
枯
れ
木

か
ら
生
き
た
木
へ
と
線
虫
が
運
ば
れ
ま
す
。
こ

の
病
気
を
広
が
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
運
び
屋

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
を
農
薬
に
よ
っ
て
駆
除
す
る
の

が
一
般
的
で
す
が
、
農
薬
に
頼
ら
な
い
防
除
技

術
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昆
虫
病
原
性
線
虫
（Entom

o-

pathogenic nem
atode 

：
以
下
略

し
て
Ｅ
Ｐ
Ｎ
）
は
土
壌
の
中
に
潜

み
、
昆
虫
を
積
極
的
に
探
索
し

て
殺
し
て
し
ま
う
線
虫
で
す
。

Ｅ
Ｐ
Ｎ
は
病
原
性
の
細
菌
を
体

内
に
保
持
し
、そ
の
細
菌
に
よ
っ

て
昆
虫
を
死
亡
さ
せ
、
細
菌
と

昆
虫
の
死
体
を
食
べ
て
繁
殖
し

ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ｎ
と
細
菌
は
持
ち

つ
持
た
れ
つ
の
関
係
を
結
ん
で

い
ま
す
図
１

。
Ｅ
Ｐ
Ｎ
の
高
い

殺
虫
力
と
強
い
繁
殖
能
力
を
利

用
し
て
農
業
害
虫
の
防
除
で
は

す
で
に
製
品
化
さ
れ
た
種
類
も

あ
り
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
を
よ
く
殺
す
Ｅ
Ｐ
Ｎ
が
発
見

で
き
れ
ば
、
マ
ツ
材
線
虫
病
の

新
た
な
防
除
技
術
の
開
発
に
つ
な
が
り
ま
す
。

土
壌
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ｎ
を
発
見
、
そ
の
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
に
対
す
る
殺
虫
効
果
は
？

　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
を
よ
く
殺
す
Ｅ
Ｐ

Ｎ
を
発
見
す
る
た
め
に
、
岩
手
県
と
宮
城
県
の
計

10
地
点
の
土
壌
の
上
に
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
幼
虫
を

餌
昆
虫
と
し
て
置
き
、
線
虫
の
釣
り
出
し
（
餌
で

特
定
の
生
物
を
お
び
き
出
す
研
究
手
法
）
を
試
み
た
と

こ
ろ
写
真
１

写
真
２

、
岩
手
県
の
土
壌
で
死
亡
し

写真２　昆虫病原性線虫を釣り出す方法
収集した土壌をカップに移し、その上にマツノマダラカミキリ幼虫を置く（左）。その後、

死亡した幼虫を表面洗浄し、水を入れてろ紙を敷いたシャーレに移し、線虫を回収する

（右）。
写真３　発見した昆虫病原性線虫 Heterorhabditis megidis
マツノマダラカミキリ幼虫の死体から回収。

写真１　土壌を採取した場所の例
線虫を発見するために写真のような場所で土壌を採取した。

図２　昆虫病原性線虫の殺虫効果試験の方法
ろ紙を敷いたシャーレに5段階で線虫を接種し、マツノマダラカミキリ幼虫

を入れて共存培養させた。昆虫の生死は幼虫の体色で判定した。

た
幼
虫
か
ら
１
系
統
の
Ｅ
Ｐ
Ｎ
培
養
株
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
Ｅ
Ｐ
Ｎ
は
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
遺
伝
子
情
報
を
基
に
、Heterorhabditis 

m
egidis

と
い
う
既
知
種
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
Ｅ
Ｐ
Ｎ
は
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
幼
虫
に
感

染
さ
せ
る
こ
と
で
、
１
頭
あ
た
り
数
万
頭
以
上
の

次
世
代
の
線
虫
を
回
収
で
き
ま
す
写
真
３

。

　

Ｅ
Ｐ
Ｎ
の
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
幼
虫
に

対
す
る
殺
虫
効
果
を
調
べ
る
た
め
に
、
３
２
０
、

80
、
20
、
５
、０
（
対
照
区
）
の
５
つ
の
接
種
頭

数
で
実
験
を
行
い
ま
し
た
図
２

。
そ
の
結
果
、

３
２
０
頭
と
80
頭
の
線
虫
を
接
種
す
る
と
ほ
ぼ

１
０
０
％
、
20
頭
を
接
種
す
る
と
86
％
の
幼
虫

が
死
亡
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５
頭
の
接
種
で

も
33
％
の
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
幼
虫
を
死

亡
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
発
見
し
た
Ｅ
Ｐ
Ｎ
は
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
幼
虫
に
対
し
て
高
い

殺
虫
効
果
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
得
ら
れ
た
Ｅ
Ｐ
Ｎ
の
実
用
化
に
向
け
、
現

在
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｐ
Ｎ
を
土
壌
か
ら
釣
り
出
す
こ
と
は
、
じ
つ
は

難
し
い
？　

　

発
見
し
た
Ｅ
Ｐ
Ｎ
以
外
に
も
線
虫
が
釣
れ
る

の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
６
県
50
地
点
以
上
の

土
壌
を
収
集
し
、
線
虫
の
釣
り
出
し
を
試
み
ま

し
た
が
、
発
見
し
た
Ｅ
Ｐ
Ｎ
ほ
ど
強
力
な
線
虫

は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
定
の
昆
虫
を
よ

く
殺
す
Ｅ
Ｐ
Ｎ
を
発
見
す
る
こ
と
は
そ
う
簡
単

な
こ
と
で
は
な
く
、
発
見
し
た
Ｅ
Ｐ
Ｎ
が
貴
重

な
株
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
探
索
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

図１　昆虫病原性線虫の生活環
昆虫病原性線虫は、体内に持っている細菌を使って積極的に宿主である昆虫を殺虫し、

それを利用することで繁殖している。

宿主昆虫

❶探索
線虫は昆虫の生命活動

（呼吸や排せつ）を
頼りに、宿主を探す

❷侵入
昆虫の口、
肛門や気門から
体内へ侵入する

❸放出
昆虫体内の奥部（血体腔）で
自身の持つ細菌を放出する

❹殺虫
細菌の毒素で
昆虫を殺す

❺繁殖
細菌と昆虫の死体を
食べて個体数を増やす

❻脱出
死体から出て
新たな餌となる昆虫を探す

線虫

死亡

マツノマダラカミキリ
幼虫

5段階
320、80、20、
5、0頭（対照区）

生存虫 感染死亡虫

ろ紙を入れた
6cmシャーレ

線虫の懸濁液
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研究の森から小澤 壮太　Ozawa Sota

東北支所

マツノマダラカミキリを
殺す線虫を
土から釣り出す

Q1. なぜ研究者に？
　小学生のころから、ファーブル昆虫記や昆

虫の図鑑を眺めたりして、虫博士になること

が夢でした。また、大学生のとき、指導教官

の先生や先輩と一緒に初めて国際学会に行き、

研究の話をしたことなど学生時代の生活が

きっかけになりました。

Q2. 影響を受けた本や人など
　指導教官の先生や先輩に勧められた『線虫の

生物学』（石橋信義 編）と『利己的な遺伝子』

（リチャード・ドーキンス 著）を読んで、線虫

や研究の魅力に惹
ひ

かれました。また、森林総研

のマツ材線虫病研究の大先輩たちの導きなしで

は、いまの私はありません。

Q3. 研究の醍
だい

醐
ご

味
み

は？　

　発見した昆虫病原性線虫をベースにいろい

ろな方向に研究が展開していくことはとても

うれしく、研究をやっていて良かったと思い

ます。

Q4. これからの抱負は？
　発見した昆虫病原性線虫の実用化をめざす

のは、もちろんのことですが、いまの私がある

のは、いろいろな方々のおかげだと常日頃思っ

ています。今後も人のつながりやいろいろな

きっかけを大事にしながら研究を進めていき

たいです。

アカマツ木の真下

広葉樹林のザレ場

トチノキ木の真下

川に堆積した砂泥


